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【目的】病的賭博患者のエゴグラム（ECL）を分析し、その人格傾向を明らかにする。  

【対象と方法】２００４年２月－２００７年２月に当院にて同症と診断された７５例

について、１．属性、２．ECL 各自我状態の得点の統計値、３．症例毎のピークの自

我状態を調べ、４．自我構造別に分類した。  

【結果】１．男性８３％。平均年齢３９歳。学歴は大卒２９％、高卒２７％。就労者

が７３％、職種は会社員３３％、パート等２２％、公務員１７％。賭博種類はパチン

コ・スロットのみ７１％、自己破産等あり３２％。 ２．各自我状態の得点が０－３

を低値群、５－８を高値群とした。CP は低値群８８％、A も低値群７９％、NP は低

値群５４％、高値群３１％、FC は低値群４０％、高値群３５％、AC は低値群２７％、

高値群４９％、F は低値群９５％。中央値は CP１、NP３、A２、FC４、AC４、F１、

最頻値は CP０、NP１、A０、FC4、AC６、F１。 ３．ピークの自我状態は AC が４

０例（５３％）で最多。FC２２例（２９％）、NP１３例（１７％）、A６例（８％）、

CP２例（２．７％）。 ４．自我構造から５群に分類可能であった。第 1 群は NP と

FC が高く CP、A、AC が低い M 型の２２例。第２群は AC が高く、低 CP、低 A の N

型の２１例。第３群は右肩上がり型の９例。第４群はピークが A の６例。第５群はそ

の他１５例。  

【考察】ピークの自我状態が AC か FC の症例が全体の８割を占め、８－９割が低 CP、

低 A であることから、同症患者ではチャイルド優位の自我構造で厳しさに欠け、非合

理的で感情的な人格傾向が一般的と言える。また、第１群は FC 優位、第２群と第３

群は AC 優位であるが、いずれも低 CP であり、基本的構えは、前者では自己肯定的

だが自己愛が強く周囲に甘えて責任を取らず、後２者は自己否定他者依存的と言える。 


